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以下の三角関数の恒等式について，自然な／面白い証明は？
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∏
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注意. i) これらの等式は，微分方程式の理論を使って証明できるが，(1) については

複素関数論による別の証明が 2種類得られている．

ii) 等式の面白い解釈があるとうれしい．

iii) 楕円関数への何らかの拡張はあるか？
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